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リハビリメイクセラピストＤ級、「ほめ達！」認定講師
困惑とはじまり
　ここは、羽田国際線出発ロビー
　これから、念願のポルトガルへと出発する。
　携帯の電源を切るべくチェックすると、数回の着歴・伝言メッセージが入っている。
　何事かと思い確認してみると、母校大学から突然の原稿依頼だった。
　文章を書くのが苦手、語彙力の無さを自覚して理系に進んだ私が、果たして任務遂行出
来るのか。
　帰国後に、届いた初版本。こんなところに載せてもらえたら「素敵！」との誘惑にから
れ引き受けた。
　「何を書こうか、」そう思い悩んでいる間も、締め切り時刻は、刻々と近づいてくる。
　「そうだ、専任教諭として35年間、10回卒業生を送り、非常勤講師として4年の月日を過
ごしているのだ。だてに長いこと生きているわけではない。ちょっと振り返ってみるのも
いいのでは！」ということで、徒然なるままに書きだした。
海外経験
　「男女雇用機会均等法」もまだの時代、そんな中から私の教員生活ははじまり、いまだ
に非常勤講師として、高校生からエネルギーやパワーを貰っている。
　そもそもなぜ、教員を選んだのか。
　両親の18年目にできた一人っ子の私。早い時期に「一人で生きていかなくてはならない
だろう」と、考えていた。
　始めに教員になりたいと思ったのは、中学3年のＩ先生（数学）、高校1年生のＭ先生（物
理）の影響だろう。
　Ｉ先生（男性）は、個別にどんどん先の方の問題を解かせてくれた。
　Ｍ先生は女性でありながら、物理を教えている事が、カッコよく思えた。当時は女性で
理系は薬剤師ぐらいだった。
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　深く考えぬままに、一応教職課程を選択した。
　そこから楽しい大学生活がスタートした。
　大学2年、他大学の友人の影響で、自分の眼で海外の人々の生活を見てみたくなり、そ
のためにアルバイトのかけもちをする。
　まずは、銀座でカフェの店員。昼食は自腹なので、アルバイト料の2時間分くらいあっ
というまに無くなる。
　次に果物屋。バナナの包み方が面白い。夕方5時を過ぎると、一般主婦へ向けての準備。
一山いくらの商品をつくる。スイカの季節、「どれが甘いか」尋ねられても、食べてみなく
てはわからないが、さも分かっているかのように、スイカをたたき、「こっちの方が甘いで
すよ」と言って売った。
　今なら３Ｋ（危険、汚い、きつい）に当てはまる、白金のねじ工場。時給はすこぶる良
かった。
　家庭教師は２箇所掛け持ちをした。一方は四谷3丁目に住む、銀座のバーのマダムの娘。
中学受験対策。一人っ子だったので、私生活にもかかわる。私生活を知ることによって、
勉強の工夫、時間の使い方を考えることができる。
　他方は母校の先生より依頼され、英語を教えた。自分にとって英語は苦手な教科。それ
を教えることによって、「どこがわかりにくいか」「おもしろくないか」が、わかり、教え
方に工夫をする。
　大学3年の夏休み、4週間を使ってイギリス南部、トーキーという所で、ホームステイを
した。
　そこでは機械工場に勤めるご主人、専業主婦の奥さん、小学校に入る前の男の子、犬1
匹の家庭。家計を助けるために、外国人の受け入れをしている。
　国が変わればこんなにも違うのだということが沢山あった。
　食器を拭く布巾と下着のパンツを一緒に洗濯機で洗い、両方ともにアイロンをかける。
　私は「下着と一緒」と言う所に違和感を覚えたので、その事を彼らに言うと、「きれいに
なるのにどこが違う」との回答が。
　男の子がおしっこをもらし、あわてて連れて行ったところは、キッチンの流し台。
　「日本じゃありえない」と言えば、「後できれいにするのにどこがダメなのか！」と。
　男の子が犬のしっぽを踏んでしまい、犬がきゃんきゃん泣いたと思えば、母親が「犬に
あやまりなさい」と。男の子があやまらないと、私の眼の前で、シャツの袖をたくし上げ、
母親の手が「ぴしゃり」。男の子の白い腕には、母親の手形が赤く付き、大泣き。
　すかさず母親は、「go…to…bed」と。
　「日本なら、知らない人の前ではやらない行動」と言うと、逆に、「悪いことをしたのに、
その場で叱らないのは良くない」と。
　日本から持って行った玄米茶。その中に入っていた白い玄米は、「シラミみたいで気持ち
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悪い」と、私の眼の前で、トイレに流しに行った。
　また、「イギリスはアメリカにはない長い歴史があり、アメリカの物、人、色々な事は全
然ダメだ」と、アメリカの悪口をたくさん聞かされた。やはり、ここは自分の眼で確かめ
たいと思い、極力お金をセーブし、次の年にアメリカへ。
　大学4年生。卒業研究のために選んだ研究室は、教養学部の物理の部屋。1年上の先輩が
入っていた。もともと物理化学が好きでそこを選んだ。最初の作業は、カナノコで自分の
スチール製本箱を作る事だった。
　夏休みをもらい、行ったところはサンフランシスコ。当時、海外語学研修を企画してい
るところは、非常に少なく、アメリカもイギリスに行ったときに利用した会社であった。
　サンフランシスコでのホームステイ先は、裕福な家庭で、私以外にもう一人、九州出身
の女子が一緒だった。
　御主人は、宇宙開発のエンジニア、奥さんは小学校の先生である。家にはプールもあり、
夕食後は太らないように泳いでいた。掃除・洗濯はメイドさんがきてやる。料理もほとん
どやらず、キッチンは非常にきれい。
　奥さんに「料理や掃除とか洗濯はやらないのか」と聞いたところ、「私は小学校の教師を
やって、お金をもらっている」「掃除や洗濯をやる人は、それをやって、お金をもらう」と。
　高学歴なので、友人たちも、教育界の人や、エンジニア関係の人。スタンフォード大学
内やロサンゼルス、サンディエゴにも連れて行ってくれた。
　奥さんからは、「授業の方法」、「いつの時期に何を教えているか」など興味深いことを沢
山聞く事が出来た。
　特に「ｒ」と「ｌ」の発音の仕方などは、その後に大いに役立った。
　ある時、彼らがパーティ―を開きたいということで、日本から一緒に来た男子学生1名
を加え、日本人3人で日本食を作った。
　メニュは「天ぷら」、「すき焼き」、「うどん」、「みそしる」、「おむすび」など。一番人気は「す
き焼き」だった。
　奥さんはケーキを焼くというが、買ったのは箱1つ。その中にすべてのものが入ってい
て、ただ混ぜるだけ。そのほかには果物、タマゴ、バター。日本のように、味見をしなが
らなどは、まったくなかった。今は、そんなことはないのかもしれないが。
　パーティ―の最中、日本人男子学生は、色々なものを沢山食べていた。「日本人はそん
なにたくさん食べるのに、なぜ太らないのか」と質問されていた。
　これら英米の経験から、家庭環境と収入によっても、教育に関する関心度が違う事を知っ
た。
　日本の義務教育制度、字が読めない人がほとんどいないという事は、すごいことであり、
非常に重要な事だと思った。
　海外に行くまでは、自分自身の中に外国人コンプレックスがあったと思う。それが、海
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外に一歩踏み出したことによって、「人間はみんな同じ。肌の色や、言葉が違うだけ。」「教
育の重要性」「正しい知識を得ることの大切さ」「環境や土地によって、同じことの解釈が、
こんなにも違うということ」などを知ることが出来たのだった。
　若く、思考回路に柔軟性があるうちに海外に出ることは、非常に良い経験になると思う。
また、大学4年時の研究室は、女性は准教授と私だけ。かなりきつい試練もあったが、そ
れも、良い経験になった。
　『経験に無駄なものはない。それを生かすも殺すも、本人次第である。』
　生徒と接する時も、男子は異性なので、たとえ、始めうまくいかなくても、関係修復は
何回もチャンスがあるが、同性である女子には、非常に気を使う。一度うまくいかなくな
ると、関係修復はかなり難しい。しかし逆に気心が知れれば、非常に良い関係、協力が得
られるといった面がある。教員として、担任としては、同性に慕われるように、協力して
もらえる関係を築くようにすると良いと思うのだ。
社会勉強期間
　大学卒業後、「そのまま教員になるか、」思い悩んでいるときに、２年間語学研修に参加
した会社から、日本支部を作るので手伝ってほしいとの打診があった。
　卒業してそのまま教員になるよりは、一般社会も経験したほうが良いのではないかと思
い、語学研修企画の会社に入った。
　主な仕事は研修の為のパンフレット作り。原稿をもらい、レイアウトを考え、印刷所に
持って行き、出来たパンフレットは、車で各大学に配りにまわった。この時の、大学巡り
の経験は、高校３年次の担任の際に、非常に役立った。大学の場所、大学の雰囲気など、
実体験として話すことが出来たからだ。
　この仕事は、皆が休みのときに忙しく、見た目は華やかでよく見えるが、体力も相当必
要。だから長く続けていくのは難しい。特に女性の場合、結婚や出産などと、両立させる
のは難しいのだ。
　もともと、教員になりたい希望があったので、３年間勤めて退職、教職の場を探した。
　『何事も、３日３月３年。３年やって、初めて批判も出来、別の道に進める』
一生を賭けた…
　縁あって、神奈川県内の私立男子校から話があった。
　内容は、男女共学校にするために、女性教諭が必要とのこと。
　ふたを開けてみると、900人規模の学校で、新採用の女性は、私と保健の養護教諭の２人。
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　学校側も、はじめての女子生徒募集であった。そう簡単には集まらず、やっと20名弱。
　女性教員もいない中での、手探り状態の募集。設備面でも間に合っていないところもあっ
た。
　生徒の方は、少人数でもあり、団結力は強かった。
　しかし、そこでは理科の教諭として採用されたはずが、授業は持たせてもらえず、職員
室にも机がもらえなかった。図書館の机を使い、図書カードの整理が主な仕事だった。
　にもかかわらず、「女性だから、家庭科を教えなさい」と言われ、臨時免許を習得して、
家庭科の授業週２時間持った。
　理系の大学に進学するため理系コースを選んでいるので、家庭科の授業は高校1年以来
受けていない。やむをえず、食品化学分野を選択し、座学はスタートした。
　生徒たちの要望は、やはり調理実習であった。
　しかし、調理室も被服室も、建物はあっても、中身はそろっていない状態であった。
　家庭科の授業を持つと言う事で、いきなり、家庭科の教科主任になった。
　そこから予算をたて、調理室、被服室の備品整備が、手探り状態からスタートした。
　数年後に、専任の家庭科教員が採用され、備品・用品・消耗品が揃ったときは、ステン
レスのなべ、ヤカンではなく、アルマイト製になった。見た目より、丈夫さが採用された
のだ。
　男子も家庭科を勉強するようになり、クラス数も増加したのだから、当然の結果だ。
　今思えば、やることが沢山あったから1年続けられたのかもしれないが、当時は、「いつ
やめようか」と、そればかり考えていた。
　その為にも、時間のゆるすかぎり、力をつけようと、他教科の先生の授業を見学させて
もらった。この経験は、「板書の方法」、「色チョークの使い方」、「図の配置」、「簡単な絵」、「話
し方」、「間の取り方」などに役立った。
　また、教員同士で、「授業を参観」、「授業展開の工夫」、「改善」、「担任業務について」や、「保
護者との対応方法」など、経験談や今抱えている問題などを、時間を作っては話をした。
　いくつになっても、
　『謙虚さと、聞く耳を持ってさえいれば、自分の授業や、人間育成に、参考になること
が沢山周りにあることに気が付く。』
　特に、生徒の言うことは、胸に「グサッ！」と、来るが、自分をステップアップさせる
処方薬かもしれない。まさに良薬は、口に苦しである。
　次年度、生徒数が一気に増え、環境は激変した。理科の教科会に所属し、化学の授業を
持ち、職員室に机が設置された。家庭科の授業は非常勤の先生が担当。その代り、家庭科
教科主任はしばらく続投した。
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　その当時、担任・校務分掌は、希望制で、第3希望まで記入し、管理職が決定していた。
　ただ毎年、担任の希望を出しても、「女性」ということで、希望は通らなかった。
　しかし、生徒数が増え、担任の数がいよいよ足りなくなったところで、やっと持たせて
もらえることになった。
　それは、1年、男女共学クラス。
　初顔合わせは、入学式前のHR。前日は、何を話そうかと、夜も寝られないほど緊張した。
　そんな私を見て、或る男子生徒が、「女の先生で良かった。中学の時もそうだったから！」
の一言で、「すーっと」肩の力が抜けた。
　「そうだ、楽しいクラスにしよう！」と思い、いざ、入学式に出陣。
　高校は義務教育ではないので、成績面では、欠点１つあると、原級留置、つまり留年、
もう1年やることになる。また、出席日数・欠課時数にも気を付けなくてはいけない。１
／３以上休むとこれまた原級留置である。
　初めてのクラス担任。そこには様々な試練が待ち構えていた。
　喫煙・登校拒否・保護者の葬儀等。分からないことだらけでスタート。色々な先生方に
助けてもらい、私も、生徒とともに、人生の勉強をさせてもらった。
　理科の教員免許は、物理・化学・生物・地学等すべて教えることが出来る。
　一応専門性があり、化学科卒業ということで、当然「化学」と思っていたのは、甘かった。
　1年の履修科目は「生物」３単位。担任をやりたいなら「生物をもて」。と。
　教材研究に費やされる時間は、単位数の最低2倍。追いかけられるように準備をした。
　『教師であるからには何が一番大事か。それは、授業・教科指導が1番重要である。』
　専門以外を教える事も、良い面がある。それは、生徒目線で「どこが分かりにくいか」
「どこがつまらないか」が、よくわかることだ。
　それによって、教師側は、授業に工夫をする事が出来る。教科書に書かれている事だけ
でなく、その周りの事柄をも理解・準備しておくことにより、「楽しい・よくわかる授業」
が出来る。
　教壇に立った教師の授業中は、役者の独り舞台であろう。
　脚本の素晴らしさ（授業準備）、誰が演じるか（声の調子・間の取り方）、によって舞台
の成功は異なる。観客の様子（生徒）を見れば一目瞭然であろう。
　かつて、あるやんちゃな男子生徒が、（その時は授業に真剣に参加していて）、最後に「勉
強がわかるって、楽しいんだね！」と言ったのは、忘れられない。
わがクラス…
　我がクラスの目標は、簡単である。「高校生活は、楽しくなくっちゃ！」
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　紙に書いて貼りだすには、ちょっと恥ずかしいが、簡単なので全員が覚える。
　授業も解れば楽しい。試験で良い点取れば楽しい（1科目でも）。クラス参加行事も盛り
上がって楽しく。
　違反して生活指導されれば、無駄な時間は使うし、楽しくない。清掃もだらだらやって
貴重な時間を使えば楽しくない。
　朝のHRは、丁寧に、連絡事項等、情報を伝えるが、1度しか言わない。
　おしゃべりをしていて聞けなかったり、遅刻して情報が得られなかった生徒は、余分な
手間暇をかけないと、情報が得られない。
　段々と、静かに聞けるようになり、遅刻も少なくなる。
　帰りのHRは、いたって簡単。先輩よりも早く部活に行かなくてはならない生徒。帰り
の電車の時刻を気にする生徒など、気もそぞろのはず。
　教室清掃は、少人数、責任制。担任も手伝い、10分以内に終了。手伝うことにより、授
業で得られない生徒の素顔が見える。
　やんちゃな生徒、手のかかる生徒でも、必ず良い面があるはず。それを見つけ、本人に
気付かせ、その上で、ダメだと言われるところに関してアドバイスする。それが必要だ。
　そんな風に考えることが出来るようになったのは、ある事件からだった。
試練
　就職して10年目。担任としても、校務分掌でも、学年会でも、そこそこ、重要なポジショ
ンに付き始めた。
　今考えると、自分の中に、「傲り（おごり）、慣れ」があったと、思う。
　良かれと思ってした事が、やりすぎてしまい、かえって他の人達に、迷惑をかけてしまっ
た事があった。
　その内容について、職員会議の席上で、追求された。
　ただ、謝るしかなかった。かえって、時間と労力をかける結果になったことは、事実な
のだから。
　「辞める」ことが、脳裏を横切ったが、このままでは、「だから女性は…」と言われかねない。
　「辞めるのは、名誉挽回してから」と考え、何を言われようと、我慢しようと思った。
とにかく、生徒が不利益にならないようにしようと。
　その時、職員会議の席上で、数学科のS先生が発言した。
　「やってしまったことはよくなかったけれど、善意で見るか、悪意を持って見るかで、
全く違ってみえる」と言われた。
　その言葉を聴いたとき、「分かってくれる人もいる」「もう一度頑張ってみよう」と思った。
　その後は、生徒に対しても、
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　『どうせなら、善意を持ってみてみよう』『必ずいいところがあるはずだ』
　という姿勢で臨んだ。
　水の入ったコップ。横から見れば長方形。上から見れば円。コップを伏せてしまえば水
を入れることが出来ない。見る方向を変えれば、円にも長方形にも見える。伏せることを
しなければ、色々なものを入れる事が出来る。
　こんな具合に考えられるようになったのも、過酷な試練のお陰。
　そしてS先生の言葉のお陰である。
　言葉の力はすごいと思う。ただ、「だれが」言うか、「いつ」言うかによっても、全然違うが。
　こうやって、「２、３日で辞めてしまうかと思った」と、当時の校長先生は思っていたよ
うだが、35年、10回の卒業生を送り出すことが出来た。
教科…
　もう一方、お世話になった先生、それは理科のI先生だ。
　教員になって2年目に、同じ学年の「化学」を持つことになり、まかされて、初めて試
験問題を作った。
　自分なりには、時間をかけ、問題集や参考書、入試問題から抜き出して作問をした。
　I先生に見せたところ、「ご苦労様」のねぎらいの言葉の変わりに返ってきた言葉は、
　「あなたはこの問題で、生徒の何が知りたいのか？」だった。
　その言葉を聞いたとき、「自分は何をやっているんだろう」と、顔面蒼白になった。
　白紙の状態から、「試験範囲内の項目を抜き出し」、丁寧に、「その項目では何を教えたかっ
たのか」、「どこまで理解して欲しいのか」、「そのためにはどのような設問形式にするのがよ
いのか」、それが決まってから、「問題集や入試問題集を使い探し」、「なければ自分で作り」、
その後、やさしい順に並び替えていく。
　一つの試験問題を作るに、最低６～７時間かかった。
　設問の仕方を変えるだけで、回答率が変わったり、理解度が変わったりした。
　これもI先生の一言がなかったら、教師にとって一番重要な「教科指導の面が欠けた人
間に」なっていただろう。
　私にとって、今現在も、非常勤講師として生徒と触れ合うことが出来ているのも、二人
の先生方のおかげである。
　自分も人間性を磨き、二人の先生方のように、他の方に「あなたと出会ってよかった」
と、言ってもらえるような、そんな残りの人生を送っていきたい。
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　学校をやめたら自分は社会に何を恩返しできるか考えた時、何もないのに気が付いた。
　最後の担任を持った時に、「自分も生徒とともに、卒業後の進路を考えよう」と思った。
　そんな時、TVで「ほめ達！」と「リハビリメイクセラピスト」を知った。
　「ほめ達！」は、今まで自分が生徒とかかわる際に考えていたことが、間違っていなかっ
たことを示唆する内容だった。…さっそく受講したかったが、基盤とする地は、関西だっ
た。しかし、検定があり、東京でも受験することが出来た。
　さっそく3級から受験。やはり、受講してよかった。次は2級受験。心理学、コーチング
学、脳科学などがミックスされた内容だった。
　「ほめ達！」とは、「人・物・起きる出来事の価値を発見し伝える人」である。
　非常勤講師になってから、１級受験、認定講師の資格を取るまでになった。もっと早い
時期に受講しておけば、対やんちゃな生徒、対保護者に役立てられたと、思う。
　もう一つの「リハビリメイクセラピスト」とは、「外観に損傷を負った人が、社会に復帰
出来るよう、メイクアップの技を使って、手助けする」ことだ。このことに関しては、日
本は欧米社会と比べ、１０年以上遅れている。
　この道を選んだきっかけは、自分のクラスの生徒達だ。
　幼少時に大火傷をおい、修学旅行時は、皆と入浴できない生徒、アトピー性皮膚炎がひ
どく、いじめにあった生徒、ニキビが気になり悩んでいる男子生徒、売薬の副腎皮質ﾎﾙﾓﾝ
剤の過剰使用によって、朝礼にも参加できない生徒など、まだまだ沢山いるとは思う。
　『５mmの傷と、５cmの傷と、どちらが大変か。５mmの傷でも生活に支障をきたす人
もいる。』
　日本では、この分野の認知度がまだまだ低い。現在は、一部の医療現場で採用されてい
るに過ぎず、知っていれば、もっと違う選択肢、人生が送れたのに、と思う方もいるはず。
　そんなわけで、現在なお、「リハビリメイクセラピスト」の勉強を続けつつ、若い人材育
成の為に、高校生と接し、「ほめ達！」の考えを、若い教師の方に知ってもらいたく、毎日
を過ごしている。
　言うのは、簡単なのだが、実際問題としては、体力の衰えた、物覚えもすこぶる悪くな
り、眼もかすみがちになった肉体に、鞭打ちながら、また、話を聞いてもらうための人間
関係を構築するため、言葉遣いに気を配りながら、時を送っている。
　最初は困惑したが、書き進める事により、初心を思い出す事が出来た。
　原稿を依頼して下さった教職課程センター副センター長の山本先生には、感謝してこの
拙稿の終わりにしたいと思います。
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徒然なるままに
　『アリだって、カメだって目的地に着く。一歩踏み出すことが必要!』
　と考えて、残りの人生を送って行こう。
